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博松研究第8部

な様子が C;liらく統く。 γ 

国児が漏る時間に子供の泣き声がするので目を向ける

とその子供が母親に8じられて凶る。 ミあしたはちゃんと

一人セお部屋にÃるのですよ，恥'--~、ですよ，もうお兄

いちゃんになるのに，ーがかったの，泣いていたら判ちな

いでしょ，お返事はノミ恥しいのは母親であろうし，わ

からなくて納得吃きないかち泣いでふる、のにわかった?

主きし、てもはじまらなU、。

保育者...その予供だけに手がとられてじまったり，他

の子供とは違う吸いをする大変さむあるが，一日も平く

集団民慣れてほιいという願いもある。また集団がえム

ーズに動かせないとしまが討も早く離れることを望む.. 

-事例JI-

I(4歳〉 幼稚闘に入ったがお母さんと離れだがらな

い。先生も母親も図ってしまう，号まく先生の誘いにの

って遊び出すこともあるがその時は先生のあとばがり追

ってじま号。そのうち先生かち，おうちでもっと撲るよ

，うにといわれてしまう。

与多くの場合，集団生活をはじめる手供は母親から離れ

なければならないとし，そういうものであるということ

宅ぞ見やきしと母親や保育者は乎供に対応じているが，

結局はなんとかして母親と子供を離すことだけにー生懸

命になっていることが多い，それだから母親と離れにく

い，':f;供は一種の問題児として考主られたり扱われたりし

やすい。

~ 3. 子供が母親から離れにくい様子，

一事例J[-

A(3J揖】 は母親のスカートの裾を握σて少しも離れ

ようと Lない.1I1Jえ離れたといって吉彦親のスカートか

ら手を離じたということだけであった。数日すると母親

の存在を気にしながらも以前よりは母親から離れτそば

尽ある玩具で遊び出す。私は母親にうとの場主離札ずにい

るように頼む。 Aは日ごとに行動範囲が広がっていくiザ

しかじAは必ず母親の見える場所まて也しか行かない。あ

る時，母親との距離は近いが監の裏手1!:Aゆ遊び始φ
た。私はもう母親が見えない所でも遊タるようになヲた

のかと心の中で喜んだ。一方母親は子供に気付かない§
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ー1. はじめに

幼児期を過す子供がはじめて集団の中に入る時，ある

いははじめての場所や人に出会うと母親から離れないで

いることがよくあるイその時の母親は闘った表情をして

ミなかなか離れなそて困まりますぜと訴え，せっかく来

たのだがら一人で遊んではじドと願う。また保育者の方

む早4母親と離れで集団に慣れてほじいと思う。多ぐの

場合新'--"、環境に慣れさせる必要があるとい号大人側の

考尤が先行し母親と子供を直ちに切り離すことが多いよ

うに思われる。しかし，、大人側が子供に対して強く母親

と離れることを願えば願うほど母親と離れにくくなり，、

強制約に離すことが多くなれば，激しく泣いた後創えそ

の時母親と離れても，もう一人で動け宅もいい時期ませ

母親を要求しつづけることがある。

そごで子供が母親から離れることをめくてりィ私が直接

係δでドる知恵遅れの手供逮の保育場面や相談室での子

供とのつき合い等の事例在通じて考主でみたい。ハ

:.2. 子供は母親tJ)-ib早く離れなLまればならなQと考Z

がちになる子供のまねりにいる求求逮 1

母親・他の子供は楽ι壬うに遊ん，でいるの応，ーまたせっ

か4集団の中での生活をさせようとAれたのだが

うまくいかない焦.')-，一号まり，何が出来るか出来

ないかというととが子供の評価につながる風潮の

ある昨今，自律を義重とか，何か出来るようにな

る事にと母親は子供の為に一生懸命考えでいる。

ところが自分〈母親〉から子供が離れないと主は

評価対象以前のこととしで扱われτしまい，母親

自身が他者からの評価を恐れて一時も早〈離れる

ととを望む。

一事例I一

山子供の泣き声がするのでその方をみると，先生が子供

を慰めて部屋に逮れていこうとしている。隣で母親もで?

見やさしそうに励ましでいるようだが，先生が子供に語

りかけている時母親は瞬時まわりを見まわしたり居間に

鍍をょせ言今にも勘忍袋の緒が切れそうな顔をしでい

る。t先生の子供に対する諮りかけに少し間があると母親

はとたんに表情を変えやさ ιく再び慰めにかか易，ヲEん
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ちに抜き足し差L足で退去しはじめ私が気付hた時はす

でに部屋の外に出かかっていた。 Aは，、毎ゐ、こ:/i~こなまま
付いてはいなかったようだったが，突然今まで動きを休

め母親の方へ足を向けた。挫の表に出たとたん母親のい

ないのを見て急に激しく泣きだした， Aはそれから数日

母親から全く離れず遊ぼうとゐしなかヮた。

一事例町一

いつもは母親と離れて遊ぶことが出来る B(4歳〉であ

る，ある時，来室時，母親はすぐまた出掛ける用事があ

るらし<.，保育者に荷物でもあづけるかのように慌しく

Bを鐙き去る，とたんにBは泣き出1..，しばらく続く。

周事があるのならもう少し黒〈家を出るようにしてゆと

りをもって子供と別れるようにしたらよいのにと思う。

一事例Vー
C(2.5蔵) Cは入室時から母親のおなかの中に入っ

ているかのようにして全くテストにならない。母親はし

きlりに可まら面白いよやってごらん桜木だよ、 ミスゴク

高い，ママも好きょ Cちゃんやってごらんミ等々， しか

しそのように言えば言う程だんだんべそをかいていく。

しまいには母親の方が語勢を強めてミちゃんとしなさい

約束でしょ，だめでしょ、私は母親に黙って気にしない

ように告げるが母親は今度は私の方に謝ってくる， Cは

泣続けるだけであった。

--:']1:例VI~

母親と手をつなぎ笑いながら入室してきたD(3蔵〉で

あった。入室するなり母親が突然Dをポンと抱き上げ私

も驚くばかりの早さで椅子にすわらせてしまった，する

と急にDは激しく泣き出し席を立ち母親の方へ行き顔を

母親の膝の上はうずめてしまった。その後も終始母親に

くっついてテストには応じなかった。

子供が母親から本当に一人で動けるようになる前に，

母親のそばでまわりを見回したり，興味を示そうとする

動きや実際に母親から離れτ興味のある物を捜しにいく

ことが十分に出来るまで待つことが出来ない母親。子供

を荷物のよ号ほ扱う母親。一見子供に対して優しく励ま

しているような対応その突，何とかして自分〈母親〉から

離そうとじて母親が持ち含わせている励ましに関するポ

キャタラリーのすべτを速射砲のように発する母親。

J 子供がεんな気持ちであろうとどんな状態であろう

と，母親の予供を離すという気持ちだけが優先してい

く。子供自屈の意志気持ちは全く尊重されていなし、。つ

まり，好奇心を動かされたりJ興味を向けてみたり，ま

たそういうことによづて子供自ら動くということを全く

させられずに夫人〈特に母親〉によって子供述は動かさ

~タ3てLま一?ピてし?号。一 、

'4: 子供が母親語、ら離れていく様子

一事例V1I-，川、
J に"，、
8(3歳〉 入闘して母親となかなか雄れない，私や他

の保育者は何とか気持ちよく母親から離れて楽しむこと

が出来ればと玩具で誘ってみたり 8の好きそうな物を

捜してみせるが，こちら側の意図は凡て意に介さないよ

うに母親にくつついている。しばらくこれまでのSの様

子を母親と話をしている。すると Sは母親かι離れて動

き出した。すると母親はスキをみて退室してしまった。

案の上Sは激しく泣き出じてしまう。母親がその泣き声

をきいて再び入室する。するとすぐ泣きやんだが母親か

らSは離れようと Lない。私達保育者の方はもういつま

でも母親のそばEこいていいというつもり苦しばらく過す

ことにした。 Sは数日はほとんど母親のそばから離れな

いが，視線は母親にほとんど向けられていた当初から次

第に自分のまわりの子供述の動きを追ったり，他児が遊

んでしpる玩具を追っている。時に述くからの保育者の呼

びかけに顔を向けたり，他児の遊んでいる玩具の動きに

微笑をもって目で追ったりしながら母親から手を離す。

しかじ保育者がSのそばにいって誘おうとよっていくと

とたんに母績にくっついてしまう。

その後一日母親にくっついているものの.;，.fiとんど母

親の方に視線を向けずに，自分のまわりの物に目を向け

るようになると，どんどん母親から手を離れる回数が増

Lでくる。そして母親にミアノオモチキミというョよ号に

許える。(言語的ではなく動作的に〉母親は簡単に励ま

して取りに行〈ょう励めるが Sは母親のそばから離れな

い。ある時Sが母親から少しだけ離れて，自分がほし，、

涜具をとってすぐ母親の所に戻った。私は遠目に見てい

て母親の所にすぐに戻ったものの自分から要求するもの

を自ら取りに行くことが出来るようになったことを喜び

拍手してSをほめた。すると母親も 3の頭をなでて喜ん

であげていた。

Sは次第に母親との空間的距離が広がり母親と離れて

いる時間も長くな長で己る。ところがSにとっで予期せ

ぬ出来事〈他児から遊んでいる玩具をとられたり，ころ

んだりした時〉があると保育者がいくら慰めてもだめで

やはり母親を必要とした。ところがその演はもう母親を

必要とする時間が短かくてすむ。

Sの動きはますます広がっていき，母親が見えない所

までも出向き，長い時間過すことが出来るように立って

い〈。その時にも母親には一つの場所に止、ているよう

日お願いI..to.8の動きはついに母親がいなく尤も十分

一人で動けるようになり，あの頼りなかった以前の様子
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とは打って変わってしまったのである。 Sはその後，私

速のFループに通いながら，自宅近くの保育闘に通うよ

うになるが，その入国の時にはすぐ母親から離れて，他

児に比べて出来ることは少ないけれど sなりにー人で

動くことが出来たのである。

一事例咽ー

テスト室に母親に抱かれて入室したK(2歳〉も，母親

はなかなか離れなくてとこぽす。全く気にすることなく

抱いたままで構まわないことを母親につげ，ニ・三の玩

具を机の上に出し，母親と私は家での様子を話し合う。

するとEはチラッチラ?と私の方をみては母親の胸に顔

を埋める。再び顔をあげKは母親の手をとり机の上の依

板をとれというような仕草をする。母親は軽く励ます。

そして話をつづける。ところが私が母親と話しているう

ちに自ら母親の膝の上から降り机の前に来る。〈母親と机

の距離は 1・2歩である〉私がちょっと Kの方をみるとす

ぐ玩具をいじりもせずまた母親の所へ戻ってしまった。

なおも私と母親との諮は続く。 Kは私を見る時が多く，

また見ている時間が長くなったり，玩具をみたり，外の景

色をみたりして，母親の膝の上での動きが活発になって

くる。私をみては玩具を見るというようなことを繰り返

している。そのうち机の上の依板をーつ入れ急いで母親

の許に戻る。私と母親は手を叩いて喜ぶ。すると母親の

手をとり母親に依板を入れさせようとする。母親は帯び

励ますと自ちもう一つ入れてすぐ戻る。再び私達は手を

叩き喜ぶ。そしてついには机の上に出してあった蔽板全

部入れてしまったので，再び私達は喜び，私はEの頭を

撫てあげることが出来た。 Eは私の方をはじめてゆっく

りみて笑う。その後は今までが磁のように，提示された

玩具に対lKなりに対応して，その様子は母親も驚いて

し、士Z。

以前は私は母親から子供を離す為にその子供が興味を

すもっていそうな玩具をみせて誘ったりしていたが，それ

でうまくいく場合もあったが， うまくいかない場合の方

が多かった。

ところがいくつかの事例を通して母親から離れない子

供を，母親から離す為ではなく，例え離れなくてもよい

から，自分のまわりを見まわして興味を示すことが出来

たり，何かを目で追ったりするようなわずかな動きでも

いいから出来ればいいと考えるようになった。その様な

わずかな動きでも自らの動きとしてだんだん広がってく

れば結果的に母親と離れることが出来ると考えたからで

ある。

5. おわ!:)(こ

一般的に子供は母親かち離れた方がよい。また離れる

べき，離せというようなパタ戸γで，母親を含め大人は

子供を何とかして早く離そうとして努力する。じかし子

供を母親から離すことを一義的に考えて子供に対応して

もうまくいかない。母親が子供の自律を考える余り，子

供の気持ちに全く関係なく母親と切り離して過した為に

雷紫の発達が返れてしまった例もある九

そこで，子供を母親から離すことを考えるというので

はなく，まずは子供自ら探索行動舗をとることが出来る

止うに犬人が配慮することが大事ではないか。それには

探索行動をとらせる為の子供に対する指示は全く必要な

いであろう。むしろ母親は子供が離れないのならいつま

でも自分〈母親〉のところにいてもいいというくらいの

気持ちで子供を受け入れてみることである。また，保育

者や母親以外の予供のそばにいる大人は，その犬人自身

が子供の使う玩具で遊びを楽しんだり，他児と動く楽し

さを自ら感じる必要があるだろう。そこで生じてくるそ

の楽しさの渦巻きはだんだんー母親から離れない子供

も含み，自然にその子供を探索行動に誘い込んでいくの

である。

それから，例え母親との空間的距離が離れても，また

母親の視界から見えなくなるくらいに子供が離れたとし

ても，しばらくはもとの位置に止っていることが大事で

あろう。なぜなら，新しい場所や物，人に興味が出てき

て自ら子供が動き出すことが出来ても，逆に子供にとっ

て予期せぬ出来事や驚きが子供の不安を呼び起こし，突

然母親の所に戻ってくることがあるからである。その

時，母親のいないことに気付いてからの様子は，自ら離

れて動きまわり何かに巡遇じて不安になった時の様子と

は比べものにならない程大きし激しく泣いたりする上

に，それが長〈続くのである。

母親とは離れたが保育者とは離れ切れない子供に対し

ても閉じことがいえそうである。

子供が母親や身近かな犬人と離れないでいる時は，ま

ず大人側が基地割としてまた家3)としての動きをとるこ

とに心をくばる必要がありそうである。

E 重量考引用文献

1 河合隼雄藤田統小崎嫌四郎どう考えるが引

「母なるものJ 1977年二玄社 L 

2. Bowlby. J. 1969 Attachment. The Hogartli 

Press. (黒田，大羽，岡田訳1976年，母子関係の理

論学工 愛着行動岩崎学術出版社〉

3. 松沢孝博保育者の動きのー側街(I)

本総合愛育研究所紀要

-275ー


